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編
集
後
記

　

大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
第
五
十
八
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
年
は
投
稿
さ
れ
た
論
文
が
三
点
と
い
さ
さ
か
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
学
問
的
水
準
の
高
い
優
れ
た
力
作
で
あ
る
。
今
回
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
、
法
学
研

究
科
に
在
籍
す
る
博
士
課
程
、
修
士
課
程
の
大
学
院
生
の
手
に
な
る
論
文
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を
世
に
問
う
試
み
は
、
論
文
の
執
筆
者
の
自
信
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
大
学
院

生
に
も
大
き
な
刺
激
と
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
修
士
課
程
の
学
生
諸
君
が
自
ら
の
論
文
を
投
稿
、
掲
載
で
き
る
機
会
は
限
ら
れ

て
お
り
、
大
学
院
論
文
集
と
い
う
発
表
の
場
は
自
身
の
研
究
を
公
に
す
る
こ
と
で
広
く
先
輩
研
究
者
な
ど
か
ら
有
益
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

活
字
の
力
は
や
は
り
大
き
い
。
私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
な
が
ら
、
担
当
編
集
委
員
は
修
士
一
年
と
博
士
一
年
の
と
き
本
論

文
集
に
投
稿
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
学
界
で
活
躍
す
る
他
大
学
の
先
輩
研
究
者
か
ら
研
究
会
に
参
加
す
る
機
会
を
頂
戴

し
た
経
験
が
あ
る
。
研
究
会
で
う
け
た
多
く
の
刺
激
は
、
そ
の
後
の
研
究
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
号
の
編
集
に
際
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
の
村
山
夏
子
、
堀
井
健
司
の
両
氏
に
深
甚
な
る
感
謝

の
意
を
表
す
し
だ
い
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
五
月
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